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（議案第１号） 

  平成２３年度事業報告について 

項  目 内   容 

１ 世界遺産登録への取

り組み状況 

 

（１）松本市は平成１８年１１月３０日、長野県と共

同で、国連教育科学文化機関（ユネスコ）に提出

する世界遺産登録の国内候補を載せた「暫定一覧

表（リスト）」に、国宝松本城を推薦する提案書を、

文化庁に提出した。 

 

（２）その後、文化庁の審査で「継続審議案件」とな

り、平成１９年１２月再提案書と検討状況報告書

を提出し、「姫路城を中心とした日本の近世城郭

群」で研究を進めることを報告し、平成２０年３

月、世界文化遺産特別委員会ワーキンググループ

のヒアリングを受けた。 

 

（３）また、平成２０年１月、２月には、松本市長と

彦根市長・犬山市長の間で今後「近世城郭群」で

研究を進めることの合意が得られ、３月に事務レ

ベル会議を実施した。 

 

（４）平成２０年９月には、文化庁文化審議会文化財

分科会世界遺産特別委員会から「カテゴリーⅠｂ」

に該当という審議結果を受けた。 

 

（５）彦根市、犬山市と国宝四城近世城郭群での研究

を進めるとともに、文化庁からの課題である「城

郭及び城下町等の世界的視野での普遍的価値」に

ついて研究を進めてきた。 

 

２ 松本城関係文化財の 

保護活動 

 

 

（１）南・西外堀復元と内環状北線の一体的整備に向

けた地元説明会の開催 

 

（２）松本城下町、松本藩に関係した文化財の指定 

（長野県宝 １件－旧念来寺鐘楼） 

 

（３）市重要有形民俗文化財「松本城下町の舞台」の
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修復事業に対する補助金の交付 

 

（４）城下町文化財の「登録文化財」への支援 

 

（５）「まるごと博物館」構想の推進 

 

３ 啓発・ＰＲ活動 

 

（１）松本城検定クイズの実施 

市内小学校で国宝松本城についてのクイズ形

式による授業を行い、松本城への興味を持つきっ

かけづくりを行った。 

10月 6日 波田小学校３年生 １６８名 

10月 11日 山辺小学校３年生  ７０名 

10月 13日 中川小学校４年生   ７名 

10月 20日 清水小学校３年生  ３５名 

で実施し、計４校２８０名の小学生が参加した。 

 

（２）松本城・旧開智学校写生大会、展覧会への協賛 

   松本市教育委員会などの主催による写生大会は

１０月２日に実施。 

展覧会は平成２４年１月１９日から２４日ま

で、応募作品５２７点を「井上百貨店」で展示し

た。 

 

（３）国宝彦根城見学会の実施 

国宝４城の連携強化と松本城以外の各城の学習

を深めるため、昨年の姫路城に続き彦根城を１１

月２５日に訪問。２１名の参加者が彦根市教育委

員会谷口文化財部長の案内で、天守・庭園・足軽

屋敷などを見学した。 

 

（４）国宝３城高さ比べパンフレットの追加制作 

昨年制作した松本・彦根・犬山の国宝３城の高

さを題材にした子供向けの折りたたみ形式のパン

フレットの評判が良く、増刷を実施した。 

 

（５）松本城・旧開智学校絵画展優秀作品展示会主催 

１月に実施した展覧会の中から、特選・金賞・
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銀賞・銅賞に選ばれた３２点を「八十二銀行松本

営業部ギャラリー（大名町）」で、３月２日から４

月６日まで展示した。 

 

（６）稲葉信子先生（筑波大学大学院教授）の講演会

を開催 

５月２６日に「世界遺産登録の最新動向につい

て－日本からの登録の可能性－」と題し、世界遺

産登録の現状を学ぶ講演会を開催した。今後の活

動に関する貴重な助言をいただいた。犬山市・彦

根市からも参加。 

 

４ 世界遺産保護、文化 

  財保護活動との協力 

（１）ＩＣＯＭＯＳ（国際記念物遺跡会議）へ会員と 

しての協力 

 

（２）日本ユネスコ協会連盟の運動への協力 

 

５ 世界遺産にかかわる 

調査、研究活動 

 

（１）国宝四城近世城郭群研究会担当者会議を３回実

施し、２０１２年３月には、（仮称）国宝四城世界遺

産登録推進会議準備会を設立した。同時に、記念講

演会を開催し、調査研究及び情報交換を行った。 

 

・第１１回研究会  ５月１２日（松本市） 

・第１２回研究会 １０月１４日（犬山市） 

・第１３回研究会  ２月 ８日（彦根市） 

・第 1 回 準備会  ３月２２日（松本市） 

 

平成２１年度から ICOMOS 等に関わる専門家

を招いて研究会を引き続き実施。 

 

（２）ICOMOS、UNESCO（国連教育科学文化機関）

等関係団体の動向調査、情報収集 

 

ア ２０１１年（平成２３年）６月１９日～２９

日パリのユネスコ本部において第３５回世界遺

産委員会が開催された。新たに２５件の遺産（文

化遺産 21、自然遺産 3、複合遺産 1）が、世界遺
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産リストに登録され、世界遺産の数は９３６件

となった。（自然遺産 183件、文化遺産 725件、

複合遺産 28件）。日本からは、「小笠原諸島」、「平

泉‐仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古

学的遺跡群」の２件が新たに登録された。 

 

  イ ２０１１年９月、世界遺産条約関係省庁連絡

会議において、「富士山」及び「武家の古都・鎌

倉」が世界遺産に推薦されることが決定した。 

日本政府は、２０１２年２月１日までに、

UNESCO 世界遺産センターへ推薦書を提出

し、２０１３年の世界遺産委員会での審議を目

指す予定。 

 

ウ 近年、世界遺産の新規記載数を極力抑制し、

専門的な評価を厳格に行う傾向にあり、新規記

載は、厳しくなっている。 

 

  エ 世界遺産条約４０周年記念事業 

  ２０１２年は世界遺産条約採択４０周年にあ

たるため、世界各地で世界遺産条約４０周年記

念事業が開催される。日本では１１月に京都で

記念事業が行われることになった。 

 

（３）国内他地域の動向、情報収集 

ア 「国立西洋美術館・本館」（東京都） 

フランスをはじめ６か国で記載を目指す、

「ル・コルビジェの建築と都市計画」には、  

２２の構成遺産の中に国立西洋美術館・本館（東

京都）が含まれ、第３３回世界遺産委員会でそ

の基本的意義は認められたものの２０世紀の巨

匠建築家により大陸、地域を跨る構成遺産群と

して、顕著な普遍的価値を証明することや共同

管理計画の必要性などの具体的な課題を付され

登録に至らず「情報照会（※１）」の決議がなさ

れた。 

その決議を踏まえ、「ル・コルビジェの建築作
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品－近代建築運動への顕著な貢献－」に変更し、

構成遺産を３遺産減らし１９資産とし、２０１

１年２月に追加情報を提出した。同年５月

ICMOS により「不記載」（※２）の勧告が行わ

れ、６月の世界遺産委員会で「記載延期」（※３）

と決議された。 

 

（※１）情報照会・・・世界遺産としての顕著な普遍的

な価値があることは、証明され

ているが、補足情報が必要。 

（※２）不記載・・・・記載にふさわしくないもの。 

（※３）記載延期・・・より綿密な調査や推薦書の本質

的な改定が必要なもの。 

 

イ 「善光寺と門前町」 

提案書作成にあたり専門分野の有識者による

ワーキンググループを編成し、信仰資産では他

と類似するため、信仰を核とした寺院・宿坊群・

仲見世・門前を有する「生きている善光寺門前

町」というコンセプトに集約し、平成１９年 

１２月、資産の名称を「善光寺と門前町」に変

更して再提案書と検討状況報告書を提出した。

結果は、カテゴリーⅠｂに該当 

 

○指摘課題への対応及び動向 

「世界遺産登録を進める会」（事務局：商工

会議所）と市教委で、詳細研究等を進めている。  

当面、大勧進、大本願、宿坊群の国の重要伝

統的建造物群（重伝建）保存地区選定に向けて

取り組む予定。 

推進役の進める会と市教委では、今後の調査

研究の取り組みについて、「近世寺社と門前町関

連の文化遺産」の観点から学術的な詳細研究を

進めていく予定。また、重伝建保存地区選定に

向けては、今後、地域住民の合意形成を図った

上で、文化庁と協議する予定。 

    現在の課題としては、門前町の範囲をどのよ
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うに定義するのか、また門前町における構成資

産がどの程度あるのかを明確にする必要があ

る。さらに、世界的な視点からみた門前町の独

自性、代表性など普遍的な価値を比較研究し、

その価値の向上に向けた維持保全計画を定める

必要がある。  

 

ウ 「妻籠宿・馬籠宿と中山道」 

平成１９年３月南木曽町と中津川市は、両市

町にまたがる資産構成内容を検討し、歴史的人

物や文学作品等も視野に入れ、共同で再提案す

ることに合意し、同年１２月資産の名称を「妻

籠宿・馬籠宿と中山道－『夜明け前』の世界－」

に変更し両県と共同で再提案書等を提出した。

結果は、カテゴリーⅠｂに該当 

 

○指摘課題への対応及び動向 

木曽郡の全町村、教育委員会で構成する「木

曽地区遺産保護活用推進協議会」を設立し、今

後の対応を検討する。平成２２年２月に講演会

「世界遺産の基本的な方向について」を開催し、

地域住民の意識高揚を図った。平成２３年４月

に中津川市と今後の取り組みについて協議を行

い、市内峠地区で重伝建を目指す動きがあり、

南木曽町との共通認識が深まり行動連携に向け

良好な関係を構築してきている。 

 

エ 「岡谷の製糸遺産」 

平成１９年９月、岡谷市は「日本製糸業近代 

化遺産～日本の近代化をリードし、世界に羽ば

たいた糸都岡谷の製糸遺産～」を新規に     

文化庁へ提案書を提出した。結果は、カテゴリ

ーⅡに該当 

 

○指摘課題への対応及び動向 

 市教委内部で、構成資産の見直しと今後の対 

応を検討中。近代化遺産及び製糸資産を活用し
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た街づくりをすすめるための事業を継続実施し

ている。姉妹都市である富岡市と交流を深めて

おり、市が所有するフランス式繰糸機（そうし

き）を富岡市に寄託するなど新たな相互連携方

法や交流事業を具体化している。今後、富岡市

とガイドの交流等の市民レベルの活動を企画す

る予定。 

 

※岡谷市教育委員会蚕糸博物館の学芸員を１名、２３

年度から富岡市へ通年派遣 

 

オ 「南アルプス世界自然遺産登録推進協議会」 

平成２０年４月、伊那市において推進協議会

設立後初めての総会を開催し、世界自然遺産登

録に向けた第一歩として、ジオパーク（※１）

への取り組みを推進していくことを決定した。

（長野、山梨、静岡３県１０市町村で構成） 

同年７月に南アルプス中央構造地帯（長野県

側）が、日本ジオパークに認定され、教育や観

光の目玉となっている。 

また、同時に、平成１５年・１６年に実施し

た世界自然遺産登録に向けての学術調査結果を

もとに、協議会は、｢ユネスコエコパーク｣（※

２）の登録も目指すことなった。 

なお、世界自然遺産（静岡市）、ジオパーク（伊

那市）、エコパーク（南アルプス市）がそれぞれ

事務局を担当している。  

 

（※１）世界ジオパークとは、2004 年に UNESCO の

支援で設立され、世界ジオパークネットワークが認定

するジオ（地球）に関わる様々な地質遺産、（例えば、

地層、岩石、地形、火山、断層など）を含む自然豊か

な公園。地球活動に関わる遺産を保護し研究に活用す

るとともに、科学教育等の場として、またジオツーリ

ズムをはじめとする新たな観光資源として、地域の振

興・活性化を図るのが目的。 欧州や中国など 27 カ国

で、88 カ所が認定されている。日本には島原半島や山

http://kotobank.jp/word/%E6%94%AF%E6%8F%B4
http://kotobank.jp/word/%E8%A8%AD%E7%AB%8B
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%96%E7%95%8C
http://kotobank.jp/word/%E8%AA%8D%E5%AE%9A
http://kotobank.jp/word/%E8%AA%8D%E5%AE%9A
http://kotobank.jp/word/%E6%AC%A7%E5%B7%9E
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
http://kotobank.jp/word/%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://kotobank.jp/word/%E5%B3%B6%E5%8E%9F%E5%8D%8A%E5%B3%B6
http://kotobank.jp/word/%E5%B1%B1%E9%99%B0
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陰海岸など 5 カ所がある。 

 

（※２）エコパークとは、生物多様性の保全、持続可

能な開発、学術研究支援を目的として、1976 年（昭和

51 年）に UNESCO が開始した制度。世界遺産が「手

つかずの自然を守る」ことが原則なのに対し、「生態系

の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の

共生）」が目的。世界の登録数は、114 カ国 580 地域あ

り、国内では、屋久島、志賀高原、白山、大台ケ原・

大峰山の 4 地域が 1980 年に指定されている 

  

  カ 「信州黒耀石原産地遺跡群の複合遺産登録に 

   むけた取組み」・・・（新規） 

信州黒耀石原産地遺跡群は霧ヶ峰から北八ヶ

岳の一帯にあり、縄文時代ここで採掘された黒

曜石が関西から北東北の広範囲に流通してい

た。未指定の採掘遺跡、石器制作遺跡、石器流

通の中継遺跡を含め、現在一か所が史跡指定さ

れている。将来に世界遺産暫定リスト公募に向

け活動が始まっている。また、長和町では、国

際ワークショップを実施して海外にも知られる

ようになっている。  

 

 

 

 

http://kotobank.jp/word/%E5%B1%B1%E9%99%B0
http://kotobank.jp/word/%E5%B1%B1%E9%99%B0
http://kotobank.jp/word/%E8%87%AA%E7%84%B6
http://kotobank.jp/word/%E5%8E%9F%E5%89%87
http://kotobank.jp/word/%E5%9B%BD%E5%86%85
http://kotobank.jp/word/%E5%B1%8B%E4%B9%85%E5%B3%B6
http://kotobank.jp/word/%E5%BF%97%E8%B3%80%E9%AB%98%E5%8E%9F
http://kotobank.jp/word/%E7%99%BD%E5%B1%B1
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A7%E5%B3%B0%E5%B1%B1
http://kotobank.jp/word/%E6%8C%87%E5%AE%9A

